
二枚貝の外套腔をすみかとする

カイセドIJヒドラ類

刺胞動物門Cnidaria、ヒドロ虫網

Hydrozoaは、多様性に富む分類群なの

だが、その中でも、海洋生物学的研究の

知られざる好適材料であり、 「生命の神

秘」と「種の問題」などを問い続けられ

るカイヤドリヒドラ類について、日本産

の種類の形態、生活史、分布などに焦点

をあてて紹介したい。

カイヤドリヒドラ類は、その名が示す

通り、月に宿るヒドラに類似した一群で、

宿主はもっぱら海産の二枚貝であるカキ

やイガイ類などである。世界に広く分布

しており、起源的に古い貝と緊密な生活

をしていることから、太古の昔に共生生

活が始まったと推察される。

共生は幼生の定着から始まる。幼生

は、貝殻上ではなく、外套腔に入りこみ、

軟体部上に足盤を形成して付着し、ポリ

プとなる。このポリプは単体性であり、

通常のヒドロ虫類のように走根を張り伸

ばし、群体を形成しない。また、体を保護

するキチン質のかたい囲皮を分泌するこ

ともない。したがって、ヒドラに似た、無

鞘類Athecataに属する外見なのだが、実

はクラゲをみるとはっきりとわかるよう

に、有鞘類Thecataである。有職類の中

では、ヒドロ根が足盤となっている特徴

と囲皮を欠く特徴は唯一のものである。

二枚貝の外套腔という生きた家への陳入

着だと察知されないソフトな体のつくり

なのであろう。カイヤドリヒドラ類との

同居がみられるカクレガニ類の雌の殻

が、たいへん柔らかいのも類似例である。

生存にまず不可欠なポリプの足盤は、

単に宿主に付着するためだけのものでは

ない。宿主内を移動する運動器官であ

り、宿主の粘液や繊毛運動に打ち勝ち、

また、外套腔内を出入りする水流に抗し

て体外へ放り出されないように定着・移

動を繰り返している。足盤は、増殖をは

かる部分でもある。娘ポリプの出芽部分

で、分身を一個虫ずつ殖やしてクローン

をつくってゆく。それぞれの個虫が、無

性生殖を何度繰り返せるのか不明だが、

宿主の軟体部の至るところに広がってい

る。宿主の口の両脇にある唇弁のような

可動性の大きい、場合によっては摂食に

まわされる危険性をはらんだ部分にさえ

も座着している。発達がとまったとはい

え、伸縮の激しい宿主の足部には、さす

がにほとんどみられない。宿主は単一の

クローンのすみ家になっていることもあ

るだろう。しかし、同時に移植するか、

時を違えて移植するのか、複数のクロー

ンが同居していることもある(Kubota,

1993b) t

外套腔内での生活は、衣食住3点セッ

トであるので、上記の危険を容易に回避

でき、近親者などとの折り合いがよいも

のならぼl失速であろう。

いったん宿主に入り込むと、宿主が死

亡するまで定住し続けるようだが、放浪

の時代もある。それは、水ぬるむ頃に始

まり、温度が高い季節にずっとみられる

クラゲづくりである。座着生活をする形

とは似ても似つかぬ別個体をつくり出す

引金は、水温がきいている。ポリプ自身

の体をそっくり作り替えるのではなく、

体の下半分から一本の短い柄を突出さ

せ、その先にクラゲをつくる。いったん

クラゲ芽が発達しはじめると、その完成

まで二週間ほどとすばやい。最近わかっ

たことなのだが、クラゲが栢主から遊離

する時刻が決まっている(Kubota, 1996)。

ポリプから、続いて栢主から離れたクラ

ゲは、大海の中で漂泳生活を送り、有性

生殖を行なって子孫を残す役目を負う。

この目的と遊離時刻に関係があるよう

だ。クラゲはいつまでも漂泳するという

訳にはいかず、おそかれはやかれ寿命が
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尽きてしまう。ポリプのように長く生き

続けられないし、無性生殖による増殖も

しない。クラゲの命は、短いものでは数

日、長いものでも数カ月程度である。

クラゲの放射管上に形成された生殖巣

の卵は、たいへん小さい。しかし、その

ぶん、数が多い。子孫が宿主へ定着する

率を上げる効果があるだろう。海中で受

精した卵は、一日で体中に繊毛を生やし

た嚢脹段階の幼生となる。この幼生、プ

ラヌラもクラゲと同じく漂白の子で、回

転しながら漂泳する。やがて、適当な栢

主に定着してポリプとなる。こうして生

活史が完了する。

カイヤドリヒドラ類のポリプは、その

すみ場所が特殊なため、発見例は多くな

い。ただし、深海や両極に近い極寒な海

からみつかることはないだろう。世界の

熱帯から温帯にかけての沿岸部がその分

布域である。しかし、わが国では、冬季

の厳しい物理的条件に耐え、世界でもっ

とも北方の海域へ進出した一群となって

いる。単に暖かい季節だけを北日本の沿

岸ですごしているのではない(Kubota,

1983)。南北に長く、四面を海に囲まれ

た日本では、さまざまな環境条件があり、

また、日本列島とそれを取り巻く海の歴

史が折り重なって、この類の種の分化が

おこり、クラゲの形態に段階的な変化と

して現われている(図1)。獲物を捕ら

える触手とそれを消化する口柄を備えた

通常の形態のクラゲから、即座の有性生

殖用に単純化したものまでみられる。日

本では、ヒドロ虫類の研究が古くからな

されてきたため、カイヤドリヒドラ類の

クラゲがそれとはわかってはいなかった

が、1925年に新種として記載されていた。

そのポリプは、後に別属別種として独立

に記載された。両者が同一のものだとは

わかったのは近年の飼育による生活史の

、カヽ
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解明によってである。両性代が結び合わ　1.カイヤドリヒドラクラゲ

され、系統分類学上のさまざまな問題を　　　　Eugymnantheajaponica

解決する努力が重ねられた結果、現在、　　この種は、型への分化がみられない。

以下のような2種4型にまとめられてい　　ポリプの形態では別種との区別ができな

る(Kubota, 1991, 1992a, b;図1)。　　いシンプルな形状である。似たような棲

み場所だけに、収敵や平行進化の結果も

ありえない訳ではないのだが、両者の祖

先が同じであったか、一方から他方が派
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生したからそうなのであろう。体長は

3.5mm以下で、口丘を取り囲んで一環列

の糸状の触手が30本まで生じている。ど

のとなりあわせの触手の間の基部にも薄

い膜が張られてある。この膜は、すべて

のカイヤドリヒドラ類に共通した特徴で

あり、外見的に無鞘類から区別できる唯

一の形質である。この膜の機能は不明だ

が、栢主の外套腔内に流入してくる食物

をかき集めることなどにでも有効なので

あろ　う　か。主な宿主は、マガキ

Cγassostrea gigasとテレニアイ　ガイ

Mytilus edulis gallopro,vincialisである。

クラゲはポリプから遊離した時点で成

体である。各々の放射管上に生殖巣が形

成ずみである。放卵放精は、ただ一度き

りで、生殖巣の二度目の発達はなく,体

は日を迫って退化消失する。このクラゲ

の形態は、通常のものから逸脱しており、

有性生殖を迅速に遂行するように変化し

てしまったため、獲物を捕らえる触手を

備えず、ロ柄もきわめて小さなもので食

物摂取も不能である。傘の直径は1mm

程度と小さい。傘縁には、感覚器として

の平衡胞が、通常、 8個みられる。そし

て、各々の平衡胞の中には通常1個の平

衡石が含まれている。平衡胞をもつこと

と生殖巣の体全体の中での形成部位は、

本種が軟クラゲ目Leptomedusaeの特徴

をもつことを示しており、ポリプにみら

れた触手間膜の存在と矛盾しない。

本種は、黒潮洗う南日本の太平洋岸に

限って分布する。壱岐・対馬にもみられ

るのだが、九州から北海道にかけての日

本海沿岸や房総半島以北の北日本の太平

洋沿岸にはみられない。この理由を歴史

的に問えば、日本海の占地理(対馬海峡

の陸橋化による閉鎖)と古気候(低い表

層水温)などが関係している(Kubota,

1987 <　この他、海流の影響や冬季の低
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水温-の耐性などが制限要因になるだろ

つ。

之。コノJr㌔クラゲ　Eutimajaponica

この種には、 3つの地方型がみられる

(図1)。本種は、 2個体の成熟したク

ラゲをもとに、コノバクラゲ属の新種と

して、実は世界のカイヤドリヒドラ類の

中ではもっとも古くに記載されていた。

この原記載標本の型は、こぶりながらも

南日本型である。この型は、主に瀬戸内

海に分布しており、 3型の内でもっとも

大型で複雑な体制の成熟クラゲに成長

し、最大直径14.6mm、触手数21本まで、

触手癌と傘縁癌の総計103個まで、平衡

器数21個まで、そして傘縁に多数の糸状

体を備えるにいたる。

この型によく似た北日本型は、北海道

南西部と伊豆半島以北の太平洋岸に分布

する。南日本型より体制の複雑さがやや

劣るが、成熟につれて糸状体が消失する

特徴がある。糸状体の先端は膨らみ、軟

クラゲ目に特有のタイプの刺胞が含まれ

ている(Kubota, 1978)。その刺胞の機

能は不明だが、実験室でアルテミア幼生

を与えてみても糸状体で捕らえることは

なかった。一種の感覚器の役割を果たし

ているのか、あるいは、南の暖かい海で、

クラゲの浮力を増すための装置なのであ

ろうか。

両型の中間型が三重県の英虞湾と対馬

の浅茅湾にとび離れて分布する。この型

の特徴は、口柄を支持する寒天質の柄が

ないことと、触手が上記2型の通常数の

半分である4本しかみられないことであ

る。さらには、口唇が裳のない十字型の

簡単なものである。糸状体は多数あり消

失しない。この型は、いわば南・北El本

型が幼形で成熟したものに相当する。成

熟もすばやく、1週間もあれば完了する。
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実はごくまれだが、その後も成長しつづ

けるものがあり、南日本型に変化してし

まう(Kubota, 1993a)。このことで、

中間型がコノバクラゲとは属や科も異な

るように分類されなかったのである。

ところで、本種のごく若いクラゲの形

態は、どの型もほぼ同じで、大きさにも

差がみられないのだが、触手数に違いが

ある。南日本に分布する南日本型と中間

型が、たった2本だけの触手をもつのに

対し、北日本産の北H本型は4本が備

わっている。この幼クラゲから成体クラ

ゲ-と、成熟のタイミングをずらし、形

態にずれが生じたものに育つ。北日本型

の成長は、南日本型より少し速い。しか

し、中間型のようなすばやさはなく、寒

天質のりっばな口柄支持柄を形成し、 8

本の触手をもつようになってから成熟す

る　Kubota, 1987)c　南日本型はもっと

もゆっくり成熟する。南日本に分布する

カイヤドリヒドラクラゲは、もっともす

ばやく成熟する。

チレ二アイガイは3型に共通した宿主

で、ヨーロッパからの今世紀の移入種な

のだが、どの型にも好まれている

(Kubota, 1992b)t　在来の好適な栢主

として、チレニアイガイと同属のイガイ

Mytilus coγuscusが候補に上がったのだ

が、さっぱり共生がみられない(Kubota,

1983, 1992b)。中間型は、赤い血液を持っ

たカリガネエガイBarbatia virescensを通

常の宿主として選択している。北日本型

は、しいていえば、北日本に限り分布す

るエゾイガイCrenomytilus gγuyanusに選

好性が認められる。南日本型の在来の宿

主についてはよくわかっていない。

世界のカイヤドリヒドラ類の中で、日

本産のものは様々な謎がある。ポリプと

クラゲのモザイク関係(Kubota, 1983)、

カイヤドリヒドラクラゲ属の平行進化の

問題(Kubota, 1989)、糸状体の海域差

Kubota, 1987)などなど解明すべき

謎は多い。
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